
 

 

家畜衛生だより 

 夏季休暇を迎えるに当たり、国内外からの人・物の移動が盛んになるため、口蹄疫

等の病原体侵入リスクが高まります。 

 このため、牛飼養者の皆様におかれましては、以下の項目について、再度確認・ 

徹底をお願いします。 

 

１．海外渡航の自粛

 畜産関係者の口蹄疫等発生地域への渡航を自粛してください。やむを得ず渡航す

る場合は、以下の点に注意してください。 

①家畜市場、農場、と畜場等の畜産関係施設に立ち入らない。 

②動物との不用意な接触を避ける。 

③肉製品等を日本に持ち帰らない。 

④帰国の際には、到着した空港または海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家畜 

  防疫官の指導を受ける。 

⑤原則として帰国後 1週間は衛生管理区域に立ち入らない。 

⑥海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まない。 

 

２．衛生管理区域への病原体の持ち込み防止の再徹底

 衛生管理区域に必要のない人を立ち入らせず、また、不要なものを持ち込ませな 

いでください。衛生管理区域に人が立ち入る場合や物を持ち込む場合には洗浄・消 

毒など行い、病原体を持ち込まれることがないようにしてください。 

 

３．早期発見・早期通報の徹底 

 口蹄疫等の特徴的な症状を呈している家畜を発見した際には、速やかに届け出てくだ

さい。 
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夏季休暇期間中における防疫対策の徹底を！ 
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○牛ウイルス性下痢・粘膜病とは？ 

 BVD ウイルスの感染による牛の病気で、繁殖障害や異常産、下痢などを起こしま

す。白血球に感染するため免疫力が低下し、他の感染症にかかりやすくなります。妊

娠 100 日前後の牛が感染すると産子が持続感染（PI 牛）になります。 

○持続感染（PI）牛とは？ 

 生涯ウイルスを排出し、見た目は健康、もしくは発育不良や下痢の症状がある場合

があります。PI 牛からは PI 牛しか生まれず、回復はしません。そのため、気が付かな

いうちに農場や取引先に BVD がまん延してしまう可能性があります。 

 

☆埼玉県では、県内の状況を把握して農場における具体的な防疫対策を推進する

ため、今年度全戸スクリーニング検査を実施する予定です。 

   
 

○検査は乳牛では乳汁または

血液、肉牛では血液を用いて行

います。 

なお、法定検査・臨時検査の対

象農家は余剰血清を使用しま

す。 

 

 

 

 

 

牛ウイルス性下痢・粘膜病（BVD-MD）のスクリーニング検査について 

検査の詳細が決まりましたら 

またご連絡いたします。 

ご協力よろしくお願いします。 


